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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の減速の影響がみられたものの、設備投資が

増加し、輸出や住宅投資が持ち直すなど、緩やかな回復が続きました。 

当行の主要基盤である静岡県経済は、一部の業種で輸出が減少したものの、大・中堅企業を中心に製造業、

非製造業とも設備投資が増加し、雇用・所得環境が改善するなかで個人消費、住宅投資に持ち直しの動きがみ

られるなど緩やかに回復しました。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間における当行グループの経常収益は、有価証券関連収益

の増加等により前年同期比３億75百万円増加の218億53百万円となりました。経常費用は、与信関係費用の増加

等により、前年同期比４億２百万円増加の184億59百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比26百万円減少の33億94百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

   預金は、地域に密着した営業基盤の拡充に努め、採算性を重視した調達を行った結果、１兆3,447億円となり

ました。（前年同期比293億円増加、前期末比549億円減少） 

   個人預かり資産は、お客さまの多様化するニーズにお応えするなか、個人預金が増加した結果、１兆849億円

となりました。（前年同期比91億円増加、前期末比130億円増加） 

   貸出金は、地域金融機関としてお客さまの資金需要に積極的にお応えした結果、１兆641億円となりました。

（前年同期比172億円増加、前期末比185億円増加） 

   有価証券は、市場動向を注視しつつ、機動的な運用を行った結果、3,225億円となりました。（前年同期比842

億円減少、前期末比43億円増加） 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   当第３四半期連結累計期間の業績は順調に推移しており、平成27年５月15日に公表した業績予想に変更はあ

りません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基準」という。）

及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」

という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

（１）平成 28 年３月期 第３四半期損益の状況 (単体) 

 

 

(単位：百万円) 

 

 

平成28年３月期

第３四半期（A）

(９カ月間) 
前年同期比 

（A）－（B） 

平成27年３月期 

第３四半期（B） 

(９カ月間) 

 
平成28年３月期

通期業績予想 

経常収益 18,238 198 18,039  23,800

業務粗利益 14,721 △475 15,197   

 資金利益 12,264 △495 12,759   

 役務取引等利益 1,924 △31 1,956   

 その他業務利益 532 51 481   

経費（除く臨時処理分） 11,758 △633 12,392   

 人件費 6,453 △111 6,564   

 物件費 4,616 △617 5,233   

 税金 689 95 593   

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 2,962 157 2,804   

 コア業務純益※ 2,225 12 2,212   

一般貸倒引当金繰入額 ① 208 △193 402   

業務純益 2,753 351 2,402   

 うち国債等債券損益 737 145 592   

臨時損益 433 △430 864   

 うち不良債権処理額 ② 662 657 4   

 うち株式等関係損益 865 201 664   

経常利益 3,187 △79 3,266  4,300

特別損益 △3 70 △73   

税引前四半期純利益 3,184 △8 3,193   

法人税等合計 870 △176 1,047   

四半期純利益 2,313 167 2,145  2,700

    

与信関係費用（①＋②） 870 464 406   

※ コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 

 

○コア業務純益、実質業務純益ともに前年同期比増加 

  コア業務純益は、22億25百万円（前年同期比0.5％増加）、実質業務純益は、29億62百万円（前年同期比5.6％

増加）といずれも前年を上回る結果となりました。 
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（２）預金等・貸出金の状況 (単体) 

(単位：百万円)         (参考) (単位：百万円) 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

預金 1,348,928 1,320,653  1,344,892

譲渡性預金 9,800 135,124  46,286

預金・譲渡性預金 計 1,358,728 1,455,777  1,391,179

 

(単位：百万円)         (参考) (単位：百万円) 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

個人預かり資産合計 1,084,922 1,075,762  1,071,014

 円貨預金 917,731 915,877  909,392

 外貨預金 821 1,079  941

 公共債保護預り 9,149 10,109  9,777

 投資信託 72,375 74,983  69,817

 個人年金保険等 84,844 73,712  81,085

 

(単位：百万円)          (参考) (単位：百万円) 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

貸出金 1,069,282 1,052,227  1,054,073

 うち 消費者ローン 313,448 302,626  312,318

 

 

（３）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

(単位：百万円)          (参考) (単位：百万円) 

  平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 8,435 9,624  9,038

危険債権 16,725 15,483  17,117

要管理債権 3,220 5,122  3,702

合 計 28,381 30,230  29,858

総与信に占める比率 2.64％ 2.86％  2.82％

 

預金残高は、前年同期比 282 億円増加（2.1％増加）し、１兆 3,489 億円となりました。 

個人預かり資産は、前年同期比 91 億円増加（0.8％増加）し、１兆 849 億円となりました。 

貸出金残高は、前年同期比 170 億円増加（1.6％増加）し、１兆 692 億円となりました。 

金融再生法ベースの開示債権額は、前年同期比 18 億円減少し 283 億円、総与信に占める比率は 0.22 ポイント
低下し、2.64％となりました。 
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（４）時価のある有価証券の評価差額 (単体) 
                                                         (単位：百万円)      (参考)       (単位：百万円) 

平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

評価差額 評価差額  評価差額 

 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

その他有価証券 8,173 8,543 369 10,494 10,518 24  7,173 7,388 214

 株式 5,205 5,296 90 4,833 4,837 3  4,267 4,359 92

 債券 2,567 2,568 1 4,412 4,412 0  2,139 2,141 1

 その他 400 678 278 1,248 1,268 20  767 887 120

※ 満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは該当がな

いため記載しておりません。 

 
                                                              (単位：百万円)       (参考)       (単位：百万円) 

平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 9月末 

含み損益 含み損益  含み損益 

 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

満期保有目的の債券 △156 67 223 △436 55 492  △106 115 222
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